
 予算特別委員会（全体会） 
 

   日 時   令和６年３月６日（水）午後  時  分～ 

   場 所   全員協議会室 

 

１ 正副委員長の互選について 

 

 

 

２ その他 

 （１）審査日程（案）について 

 （２）審査（案）について 



ver060306

日時
予定
時刻

【１】
10:00

10:20

○総務文教 ○環境市民厚生 ○産業建設

①議会事務局 ①環境先進都市推進部 ①産業観光部・農業委員会

②会計管理室
（曽山等、特別会計含む）

13:00 ③市長公室 ②こども未来部
②産業観光部・農業委員会
　　（つづき）

④政策企画部 ③健康福祉部

【２】 10:00 ⑤生涯学習部 ④特別会計（各部） ③上下水道部

13:00 ⑥総務部・監査委員事務局 ⑤市民生活部 ④まちづくり推進部

・市長質疑項目の整理
・現地視察の検討決定

・市長質疑項目の整理
・現地視察の検討決定

【３】 10:00
⑦教育委員会
（教育費：幼稚園費まで）

13:00
⑧教育委員会
（教育費：社会教育費から）

・市長質疑項目の整理
・現地視察の検討決定

【４】 10:00 ・市長質疑項目の確認 ・市長質疑項目の確認 ・市長質疑項目の確認

10:30

13:00 （現地視察）

15:00

【５】 13:00

○総務文教 ○環境市民厚生 ○産業建設

　１．委員間討議、討論、採決 　１．委員間討議、討論、採決 　１．委員間討議、討論、採決

【６】 11:00

○総務文教 ○環境市民厚生 ○産業建設

　１．委員長報告の確認 　１．委員長報告の確認 　１．委員長報告の確認

午後

※３月６日（水）の本会議で特別委員会を設置後、全体会を開催し正副委員長を選出。

※３月２７日（水）の３月議会最終日、全体会を開催し委員長報告を確認。

予算特別委員会　審査日程（案）

全体会／分科会等

全体会
　１．市長あいさつ（※市長等出席）

３月１４日
（木）

分科会

３月１５日
（金）

（現地視察）
※産業建設分科会と

　　重ならないよう調整

（現地視察）
※環境市民厚生分科会と

重ならないよう調整３月１８日
（月）

３月１９日
（火）

全体会
  １．市長質疑項目の報告・決定

※市長質疑項目の送付（議会事務局 → 総務課へ）

全体会
　１．市長質疑（※市長等出席）

３月２１日
（木）

終了後
（16:00）

分科会

分科会

３月２２日
（金）

全体会
　１．各分科会委員長報告、質疑
　２．委員間討議
 （会派会議）
　３．討論～採決等



 

 

令和６年３月 予算特別委員会審査（案） 

 

 

１ 審査日程 別紙のとおり 

 

２ 審査方法（分科会方式） 

（１）審査（3/14～22） 

①執行部説明・質疑 

・常任委員会単位を分科会とし、所管（部・室）ごとに審査を実施する。 

・冒頭で、重点施策及び指摘要望事項・事務事業評価結果の反映状況につい

て説明。その後、「当初予算（案）施策の概要」（ファイル綴じ）等により、

説明を受けた後、質疑を実施する。 

※分科会への執行部の出席は、必要最小限の人数で対応いただく。 

②市長質疑項目の抽出・整理 

・上記①に引き続き、所管（部・室）ごとの審査において、各分科会で市長

質疑項目の抽出を行う。（必要がある場合に限り、執行部に意見を求める。

執行部は市長質疑項目の抽出を終えてから退出。） 

・市長質疑項目については、下記の内容を基本に抽出し、分科会で整理する。 

 

 

 

 

（２）市長質疑項目の決定（3/19） 

・各分科会において抽出・整理した市長質疑項目を、全体会で最終決定。 

 ・市長質疑項目を執行部へ送付。（3/19 15:00） 

（３）現地視察（分科会ごと） 

・予算審査において現地視察（市内）を実施するか、検討の上決定。 

・視察予定日は、3/18 環境市民厚生分科会 / 産業建設分科会、 

3/19 午後 総務文教分科会。（執行部も出席） 

※全体会で実施する場合は、正副委員長及び分科会委員長で別途調整する。 

（４）市長質疑（3/21 13:00） 

・全体会において、市長へ質疑し答弁を求める。 

◇市長質疑は予算審査を総括し、提案者である市長への質疑と位置づける。 

◇「疑義のあるもの」「議案賛否に影響するもの」等、さらに「政策的判断 

を求めるもの」を質し、委員が共通して理解することを目的とする。 

＜運用＞  

市長質疑では、送付した質疑項目に対する市長の一括答弁後、一問一答 

方式による質疑・答弁を実施。 

（５）討論・採決 

・分科会（3/21 午後） ・全体会（3/22 午後） 

・なお疑義があるもの 

・掘り下げ審査すべきもの 

・議案の賛否に影響するもの 



項目（議案） 内容 委員会名
委員長
報告日

第１号議案
令和５年度亀岡市一般会計
予算

・広報経費、ローカルプレス発行業務
委託料について、シティプロモーショ
ンにつながるよう取り組まれるととも
に、今後も進捗状況を適宜委員会に報
告されたい。

予算特別委員会 R5.3.27

・学校建設事業費（小学校費）、育親
学園通学路階段整備工事について、低
学年への配慮をされたい。

・図書館整備事業費、図書館中央館リ
ニューアル工事費について、リニュー
アルに当たっては施設長寿命化の観点
を取り入れられたい。

・オープンイノベーションセンター・
亀岡について、産学公の連携により、
事業の目的である雇用の創出や企業誘
致につながるよう取り組まれるととも
に、今後も進捗状況を適宜委員会に報
告されたい。

項目（議案） 内容 委員会名
委員長
報告日

第１号議案
令和５年度亀岡市一般会計
補正予算（第２号）

・生涯スポーツ振興経費における市オ
フィシャルバルーンの製作後の活用計
画やランニングコスト、保管方法など
について、また、バルーンフェスティ
バルの開催期間延長による警備方針な
どフェスティバルの実施計画について
明確にし、適宜議会に報告されたい。

総務文教常任委員会 R5.6.30

・観光推進経費における保津川遊船企
業組合への支援について、亀岡市の無
形民俗文化財である保津川下りの操船
技術と、それを支える船頭の生活を守
り、観光関連産業の経済損失を取り戻
すためにも、安全対策を十分に確認し
た上で再開いただき、今後さらなる支
援を実施する際には、十分に検討した
上でその詳細を示されたい。

産業建設常任委員会 R5.6.30

指摘要望事項（令和５年３月議会）

指摘要望事項（令和５年６月議会）
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項目（議案） 内容 委員会名
委員長
報告日

第４号議案
令和４年度亀岡市一般会計
決算認定

・商工業振興対策経費の平和祭（花火
大会）事業補助については、安全を確
保した上でより市民に寄り添った花火
大会とすること。また、産学官連携事
業補助金については、補助金使途の透
明性を確保し、事業の進捗状況を適宜
委員会に報告すること。

決算特別委員会 R5.9.26

・道路維持経費については、市道延長
が増える中で、充実した予算の確保に
より十分な維持修繕に努めること。

・景観形成事業経費については、地域
住民と検討を進め、亀岡駅南周辺地区
の城下町エリアのまちなみ整備をしっ
かりと推進すること。

項目（議案） 内容 委員会名
委員長
報告日

第１号議案
令和５年度亀岡市一般会計
補正予算（第７号）

・ライブイベント開催事業経費につい
て、周辺地域への影響、交通問題、宿
泊者への対応など安全の確保について
他市事例を早急に調査し、想定される
あらゆる課題について対応策を検討す
ること。市民の優待をはじめ市民福祉
の増進につながる事業にすること。適
宜議会に報告すること。

総務文教常任委員会 R6.2.7

指摘要望事項（令和５年９月議会）

指摘要望事項（令和６年２月特別議会）
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番号 事業名 評価 意見等

1
文化振興経費
（かめおか霧の芸術祭に係る経費）

４　見直しの上
縮小

〇ＳＤＧｓモデル事業にとらわれず、文化芸術振興の目的に絞って、事業の精選に
努めること。

生涯学習推進経費
（公益財団法人生涯学習かめおか財
団補助金）

３　見直しの上
継続

〇生涯学習推進の役割を担う事業として、引き続き努力するよう公益財団法人生涯
学習かめおか財団に求められたい。

生涯学習推進経費
（ガレリアかめおか指定管理料）

３　見直しの上
継続

〇一般社団法人かめおかコンベンションビューローに、指定管理者を替えた効果が
表れるよう、市も責任をもって関わられたい。また、適宜状況を議会に報告するこ
と。

3 若木の家管理経費
６　その他（施
設の再編検討）

〇引き続き市民のニーズに応えつつ、所管替えも含めた施設の在り方について、速
やかに全庁的な検討を行うこと。

4 重層的支援体制整備事業経費 １　拡充

〇事業内容や体制、所管に分かりにくい部分があるため、さらに事業を「見える
化」し、庁内や関係機関と円滑に連携・情報共有できる仕組みをつくられたい。

〇事業を実施するにあたり必要となる人材や財源を十分に確保し、事業をマネジメ
ントできる人材の育成などに努められたい。

令和５年９月決算特別委員会　事務事業評価結果

2
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番号 事業名 評価 意見等

令和５年９月決算特別委員会　事務事業評価結果

5 要保護児童対策経費 １　拡充
〇短期・中期・長期と計画性をもって取組を行い、成果・課題を明確化する中で、
課題解決に向け体制の強化を図られたい。

6 バス交通関連経費
３　見直しの上
継続

○現状の公共交通網の課題を十分に確認し、誰もが安心して利用できるよう、市民
ニーズを捉えた上で事業推進されたい。

〇交通空白地等地域生活交通事業補助金について、地域に根差した持続可能な取組
の後押しとなるよう内容を充実されたい。

〇今後も議会としっかり連携し、市内公共交通の維持・充実に努められたい。

7 農業担い手づくり育成事業経費 １　拡充

〇引き続き支援制度を充実し、新規就農者を育成されたい。

〇新規就農者に向けた研修会や意見交換会などを行い、農業者の育成を図られると
ともに、地域の農業者とより良好な関係を築けるよう努められたい。

8 畜産振興関係経費 １　拡充

〇亀岡市土づくりセンターの臭気対策に一層努められたい。

〇広域連携や民間事業者との連携も含めた今後の亀岡市土づくりセンターの在り方
について、中長期的に検討されたい。

9 林道管理事業経費 １　拡充

〇森林施業の効率化のために林道整備は重要なものであり、森林環境譲与税の活用
も含めて適切な林道管理を行われたい。

〇長期的な視点をもって継続した林道の維持管理に努められたい。
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